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会社概要

大学在学中より一貫してペプチド合成の研究に携わり、卒業後は食品メーカー
の医薬品部門で活躍するも2004年、社の方針転換を受けスピンアウト。自ら起
業し、現在は医薬品コンサルティング、健康食品開発、製造を手掛ける。
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ペプチド合成技術を応用した事業、医薬品、医薬部外品、診断用試薬、動物用医薬品、化学工業
用薬品、理科学機器等の製造及び販売。医薬品メーカーへ開発戦略立案から承認取得まで総合的
に医薬品開発を支援、医薬品原料の製造技術の指導等のコンサルティング業務

お問合せ先

テクノサイエンス株式会社
〒277-0803千葉県柏市小青田3丁目18-2
TEL:04-7138-5856 FAX:04-7138-5857
E-mail:k.kashimoto@technoscience.co.jp
URL:http://www.technoscience.co.jp 販売サイト：http://www.ts-kenko.com
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テクノサイエンス株式会社

1978年
3月 静岡薬科大学 薬学部生物薬品教室（矢内原教授）卒業
4月 天野製薬株式会社 中央研究所所属

1979年 5月 静岡薬科大学 生物薬品教室 研究生（3年間在籍）

1988年 5月
生化学工業株式会社 東京研究所配属
静岡薬科大学 生物薬品教室 研究生（1年間在籍）

1991年 5月
伊藤ハム株式会社 中央研究所所属
静岡薬科大学薬学部 生物薬品教室 研究生（4年間在籍）

2004年 1月 テクノサイエンス株式会社設立 代表取締役

【研究成果・履歴】

RGD誘導体の癌移転抑制剤の開発、GEP誘導代（アンタゴニスト）の制癌剤の開発、自己免疫疾患に
関するペプチド開発、モチリン誘導体の消化管運動亢進剤の開発、バソプレシン誘導体の認知症の
治療薬開発など多数

ペプチド及び気管支拡張剤、新規ペプチド誘導体及びそれを含有成分とする薬剤、新規ペプチド及
びおれを含有する消化管運動抑制剤、慢性肺疾患治療剤、網膜疾患治療剤など32出願特許

「HPLC法による抗原と標準抗原の検定」「CCK-8合成誘導体を用いるCCK-C端活性分裂における構造
活性相関の検討」「CCK-8誘導体を用いるrat膵ならびに脳内CCK-8受容体の比較検討」など論文多数

事業内容


